






























MAG5 遺伝子がコードするタンパク質は，酵母やヒトの Sec16 のホモログであった．
Sec16は，小胞体からゴルジ体への輸送に関わるCOPII小胞の出芽に関わる因子であるが，
植物における知見は乏しい．解析の結果，MAG5 は COPII コートタンパク質よりも安定に
ERESに局在し，COPIIコートタンパク質と相互作用することが判明した．さらに，MAG5の欠
損によって，ERES における COPII コートタンパク質のターンオーバーが早くなることが明ら
かになった．以上の結果から，MAG5 は ERES において COPII コートを安定化することによ
り，小胞体からの効率的なタンパク質の搬出を担っていることが示唆された． 





一方 MAG3 は，C 末端に膜貫通領域を持つ，コイルドコイルタンパク質であった．解析の
結果，MAG3 タンパク質は小胞体膜上にリング状の構造体に局在しており，膜貫通領域が機
能に重要であることが判明した．小胞体に局在する繋留因子として既にMAG2複合体が明ら
かにされているが，MAG2 複合体に MAG3 は含まれておらず，また，MAG2 複合体は小胞
体膜上に一様に局在することから，MAG3はMAG2複合体とは独立に機能していることが示
唆される．MAG5とMAG3の解析によって，小胞体―ゴルジ体間のタンパク質輸送機構が明
らかになると同時に，植物の ERES とゴルジ体の関わりについての新しい視点が得られた． 
